
平成11年５月１日

第81回日本細菌学会関東支部総会のご案内

順天堂大学医学部細菌学教室第81回日本細菌学会関東支部総会の御案内をい

たします｡第８１回支部絶会は平成11年６月29,30日

に順天堂大学有山紀念講堂にて開悩されます。前日

の６月28日には公開ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを予定していますｏ

２１世紀を間近に控え、医学界は、臓器移植で代表

されるような高度医療の時代に突入しようとしていま

す。握り返って見ると、２０世紀は、上下水道の充実

に代表される社会資本の整備、ワクチン接種の普及、

数多くの抗生物質の発見と開発により、多くの感染

症の克服がなさｵﾋﾟてきました。さらに、インフルエンザ

などのｳｲﾙｽ性疾患に関しても、新薬が開発されつ

つあり、感染症の克服に向けての人類の歩みは、決し

て止まってはいません｡この感染症制圧に向けての努

力に支えられてこそ、将来の臓器移植の成功も保証

されるわけですカヘこの点に関しては、少なくとも２１

世紀の初頭I虫けっして楽観を許さない、受蓮の幕

開けとなると思われます。というのは、病院内感染は

臓器移植の成否に大きく影響を与え、せっかく成功

した移植手術カヘ抗生物質の効かない病院内感染菌

による術後感染症により無に冊するという懸念を拭い

きれないからですｂ

このような危槻的な状況は主とし垣1941年にペニ

シリンＧの実用化に端を発して、人類史上画期的な

成果を上I銃抗菌化学療法が、その威光を失いつつ

あるためにもたらされていますｂすべての抗菌薬が無効

なＭＲＳＡであるﾊﾟﾝｺﾏｲｼﾝ耐性黄色ブドウ球菌

(ＶＲＳＡ）の出現、家畜飼料添加薬の大ｍ使用に

より誕生したパンコマイシン爾性腸球菌（ＶＲＥ）の

蔓延などカヘ化学療法の力の及ばない象徴的な多剤

耐性菌として医学界全体に暗い陰を投げかけています。

このような状況をいかにして､打開していく力も我々

細菌学会員にとっては、抗生物質に頼らない新しい

感染症治療法（ワクチンの開発など）の模索、また、

平松啓一

従来の抗菌薬と全く異なる作用メカニズムを持った抗

菌薬の開発も画要な課題となるでしょう。しかし、こ

のような新規の感染症治療法が磁立するまでは、Ｖ

ＲＳＡ、ＶＲＥの蔓延をくい止め、できるだけ長期

間にわたって、従来の化学療法薬の効力を温存する

必要力Kありますｂ現実に病院内感染と直接対時して

いる医療従事者にとって、「現時点で取り得る最善の

方法は何か?」という切実なﾃｰﾏを、２１世紀へ向け

て、新しい切り口から考えたいと思いますｂ

「ＶＲＳＡ｣、「ＶＲＥ｣、「２１世紀の化学療法の

概念」という３つのシンポジウムを計画しました。海

外の学者を５人お招きし、それぞれのシンポジウムで

国内のシンポジストと共に講演、討鐘して頂きます。

各認演は、いずれも、最近の新しい知見に基づき、し

かも、抗菌薬の経験的使用（empirictherapy)、

予防投与などに関する従来の考え方に、変更を迫る

斬新な概念を提供しますo病院内感染菌に関する－

段演題も募集いたしますの五音ってご参加下さるよ

う御願いしますｏ最後になりましたカヘＶＲＳＡ、Ｖ

ＲＥの日本における現状は、拙著（写真）に詳しく

解説いたしました。ご高覧の上、ご批判頂けれMr幸い

です。（支部總会の詳細に関してはﾎｰﾑページhttp：

'bacmed､juntendo,acjp:8080をご覧下さい｡）
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第82回日本細菌学会関東支部総会に向けて
筑波大学基礎医学系

林英生

第82回日本細菌学会関東支部総会を筑波大

学がお世話させて頂くことになりました。

「つくば」は「関東」とは言え、電車の通っ

ていない町ですから、交通便があまりよくあ

りませんが、逆に田園風景が楽しめる所です。

学会の開催地は交通便が何よりと考え、今回

は土浦市で開催することにいたします。霞ケ

浦に面した公立学校共済「サンレイク土浦」

を予定会場としております。会期は秋の深ま

りを待って11月18日、19日を予定しました。

細菌学はひろい範囲の細菌を対象とした学

問領域ではありますが、今度の支部総会では３

本性を考えました。一つは病原細菌のゲノムが

解析された後、次に解決すべき問題はなにか、

「ゲノム解析から見えてきた細菌の病原性と今

後の課題」として、基調教育講演を迫伝学研

究所・石浜明先生にお願いし、いくつかの病

原細菌のゲノム解析結果と今後の課題を論じ

ることにします。２つめは、毒素などの病原因

子の作用機序は、その分子の構造特性により

ますので、蛋白構造生物学的な見地からの研

究方法とその成果を、基調識漬として東京工

業大学・吉田賢右先生にお願いし、応募シン

ポジウム形式で構造学的な研究方法について討

論しようと計画しています。もう一つは感染症

を取りまく諸問題へ細菌学は何ができるか、何

をすべきか、などを国立感染症研究所・竹田

美文先生に特別講演をお願いする予定です。

３学会合同シンポジウムは支部会とは別の

日程で、１０月16日（土）午後に開催します。

テーマは「尉性菌感染症の現状と対策」とし、

ＭＲＳＡ、PRSRVRE、ＴＢ感染を取り上げ

臨床燗報を確認しながら対策を考えるシン銀

ジウムとなる予定です。

細菌学研究はもっと生態学的な研究や応用

微生物学的な研究を振興させなければなりま

せん。なぜかこの分野の底辺が狭く、層が薄

いのが問題です。米国は人口こそ日本の倍で

すが、細菌関係の研究者の層は十倍くらい厚

いように思えます。ユーロの細菌学者は確固

として自分の研究スタイルを堅持し研究基盤

を強固にしているように思えます。我が国の

細菌学はどのようにあるべきか、どうすべき

か、愚痴や不平・不満をぶち挙げながらの議

論が必要に思えます。支部総会はそんな場に

なればよいのだが、と願っています。多くの

会員皆様のご参加をお願い申し上げます。

第82回日本細菌学会関東支部絶会

日時：平成11年11月18日（木）～19日（金）

場所：サンレイク土浦土浦市港町３丁目

（土浦駅より徒歩15分、宿泊可）

Tel：O298-22-2001、Ｆａｘ：0298-23-2278

（但し５月18日以降）

問合せ先：筑波大学基礎医学系

細菌学会支部総会係岩本いく子

Ｔｅｌ＆FaxO298-53-3354 

専用ｅ－メイルアドレスは後日公開

シンポジウム（予定）：

「ゲノム解析から見えてきた細菌の病原性

と今後の課題」

基調教育識演：

「大腸菌の転写の調節機織（仮題)」

石浜明先生（国立遺伝研究所）

「構造生物学の細菌学へのアプローチ」

基調識漬：

「大腸菌のATPaseの櫛造（仮題)」

吉田賢右先生（東京工業大学）

特別講演：「感染症研究への提言」

竹田美文（国立感染症研究所）

３学会合同シンポジウム

「耐性菌感染症の現状と対策に関する問題」

日時：１１年10月16日（土)、午後３時30分～

場所：シェーンパッハ・サポー

（東京都千代田区平何町２－７－５）

司会：木村哲（東京大学医学部)、

井上松久（北里大学医学部）
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事前参加登録について

合同シンポジウムに参加希望者はあらかじ

め10月４日までに駆前登録し、細菌学会参加

登録証により「化学療法学会・感染症学会合

同学会のシンポジウム」へ参加できます。

｢化学療法学会・感染症学会合同学会」の参

加登録証により日本細菌学会関東支部総会へ

参加できます。

平成12年より支部総会は年１回に統一されます

日本細菌学会関東支部長

内山竹彦

平成10年11月25日第80回関東支部総会（大

国寿士総会長）時に開催された会務総会にお

いて、懸案であった関東支部総会を平成12年

より年一回（原則として秋）に統一すること

が承認されたので、報告いたします。

関東支部総会は、これまで昭和22年（1947

年）から脈々と迎営されてきました。しかし、

わたくしと関東支部評鍋回会は、第３２回支部

ニュースで述べましたように、これまで春と

秋２回開催されてきました総会を年一回にす

ることを提案し、アンケートを配布し、お考

えを求めてきました。会務総会期限内に有効

発送数1,521中、409通に回答があり、統一

化案に賛成の回答398通、反対４通、保留７

通でありました（会務総会後にさらに賛成の

回答が４通寄せられました)。私はこのアン

ケート結果を背景にして評議員会で審議して

いただき、会務総会へその可否を問うことに

いたしました。会務総会では反対意見は出ず、

統一化案とそれに伴う規約改正案は可決されま

した。統一化後の総会の期日は原則として秋

が望ましいとの意見があり、了承されました。

さて、前回の第32号支部ニュースに褐戦さ

れました、統一化案の提案の文章の一部をも

う一度引用してみましょう。

「それでは関東支部総会を秋１回に統一し

たとき、どのようなメリットとデメリットが

生じてくるでしょう。本部の総会と支部総会

の間隔が離れるので内容のある演題がより多

<準備できること、本部総会の内容を考慮し

てシンポジウムのテーマを補完したり、口頭

発表やポスター発表のバランスをとったりし

て、特徴ある支部会とすることができます。

さらに、総会開催の予算面では、関東支部か

らの予算の増加や企業からの支援も受けいれ

易くなることなどにより、規模の大きい会場

の設定や外国人を含めた会員外の演者の招舗

など、より幅の広い学術集会力K可能となります。

デメリットとして、関東支部会が擁する数多

くの学問分野を背景とする会員各位の要謂を

カバーすることが現状より困難になることが

あげられますが、１回の支部総会会期を十二

分に活用することで克服できると思われます。

以上の事柄を総合して、平成12年度より支

部総会を１回にすることは日本細菌学会関東

支部の活性化のために適っていると考えられ

ます。年１回になった支部総会がより活力あ

るものになるためには、総会長と評鍛員会の

選任によるプログラム委員会の設定など、出

来るだけ広く支部会員の意見を吸収するシス

テムの採用が望まれます。さらに、これまで

の春の支部総会に代わる不定期の関東支部主

催の研究会やシンポジウムの企画も検討課題

としてゆかねばならないでしょう｡」

これから、統一化された支部総会が実りあ

る総会になるように、わたくしと評鎚員会は

努力する覚悟です。全会員の皆さまの力強い

ご協力をお願いいたします。
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本号「フォーラム」ではパンコマイシン酎性菌の問題を取り上げました。話題を提供し

て下さった３人の先生はいずれも臨床の現墹でこの問題と対時されている方々で、具体的な

例を交えながら極めて印象深い文章を書いていただくことができました。なお、本号１面で

ご案内の通り、第８１回支部総会ではこの問題について、さらに様々な角度から轍演、討論が

行われる予定です（福集委員会)。

Vancomycin耐性菌対策

関東逓信病院小林寛伊

着が起こり、avoparcinが用いられているヨー

ロッパおよびアジア諸国において問題化して

いる。日本においては使用が禁止されている

が、輸入食肉からの分離が見られている。

SmpMoco“us“花usおよびE)ltemcocCｼs

sPp・は病室環境で僕やリントなどに付着し

て、数週間も生存し続けうる点が共通した感

染対策上の問題である。しかし、病室環境は、

清掃を確実に遂行することが重要で、やたら

に消毒薬を用いた拭き掃除をおこなう必要性

はない。震厚な汚染が認められたスポットの

みに、消毒薬滴拭をおこなえば十分である。

アメリカ合衆国ＣＤＣの公表した

．vancomycin低感受性ブドウ球菌感染症制

御に関する暫定指針（ＭＭＷＲ１９９７;46:626‐

628)旬で述べられているように、ＶＣＭ耐性

菌の出現を阻止する為には、ＶＣＭの過剰使

用と不適切使用とを厳に慎み、他の抗菌薬が

適切な場合のＶＣＭ使用禁止を遵守すること

が大切である。著者の病院では、ＶＣＭ等は、

投与時申請することとしており（緊急使用時

は投与を優先)、過剰投与、不適切投与を監

視している。同時に、投与時の血中漣度測定

によって、副作用防止に努めている。血液疾

患、慢性気道感染症などにおいては特に、長

期投与、過剰投与に成り勝で、適切な使用が

行われるよう監視体制の強化が必要であり、

長期投与時の耐性株発生に関する細菌学的モ

ニターも大切である。また、万一ＶＣＭ耐性

菌感染症が発生した場合には、迅速な診断と

隔離とが拡散防止に役立つ。

ＶＣＭ耐性菌対策は、総ての医療関係者が

理解して、実践しなければ奏功せず、ごく一

部でも不適切な投与をおこなえば、重大な結

果を招来する可能性があることを、肝に銘じ

ておかなくてはならない。

現在の病院感染対策上、vancomycin（ＶＣ

Ｍ）耐性菌として世界的に注目を浴びている

のは、methicillin-resistantStqPﾉiylococCzJs

“'四ｓ（MRSA）および唖temcoccusspp・

である。

ＭＲＳＡは、1997年７月11日のＭＭＷＲ４６

(27）にＶＣＭ中等度耐性株（ＭＩＣ：８－１６

〃g／ｍｌ）として、順天堂大学平松啓一教授

の送った日本での臨床分離株が紹介され、そ

の前後には、あちこちからの問い合わせが後

を絶たなかった。その後、８月と９月にアメ

リカ合衆国での分離株が各１株ずつ紹介され、

ＣＤＣは、ＶＣＭの使い方に厳重な注意を促

した暫定指針を公表した。その後1998年になっ

て、最初の株は、1995年にフランスで分離さ

れていたことが報告された（Lancetl998；

351:1212)。ＶＣＭは現有の抗菌薬としては、

ＭＲＳＡに対する最大の武器であり、高度耐

性株（ＭＩＣ≧32浬g）の出現は絶対に阻止し

なければならない。

一方､ＶＣＭ耐性E>zにmcoc℃Usspp.（VRE）

は、アメリカ合衆国、連合平国（ＵＫ）など

において、ＶＣＭ多用によって急速に問題化

し、アメリカ合衆国では、1990年代前半より

多剤耐性化し、治療に窮する状態となった。

当初はICUなどに限定されていたＶＲＥ感染

症例が、1994年度の調査では、ＩＣＵ以外の

病床でもほぼ同槻に分離されるようになって

きた（C1inlnfectDisl997;24:211-215)。

家畜に成長促進剤として投与されるavoparcin

が、vancomycinと交差耐性を有することか

ら、家畜においてＶＲＥが常在菌となり、市

井において食肉を介してヒトやペットへの定
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VRSＡとくlこへテロＶRSAの匝要性

福岡大学医学部微生物学教室

永山在明

ンコマイシンの標的である細胞壁前駆体を、

感受性菌の数倍景産坐してパンコマイシンを

中和し、その結果非常に厚い細胞壁を形成し

て薬剤の透過性を低下させる程度の耐性（パ

ンコマイシン4-5匹ｇ／ｍｌで生存しうる）を

麺得すれば、極の保存には十分であると考え

たわけである。このことは、臨床的には、ヘ

テロＶRSAが極めて重要であることを意味し

ている。

われわれも、ＮＣCLS法でＭＩＣ２匹g／ｍｌ

のヘテロＶRSAが火傷患者の則感染で、パン

コマイシン治療に抵抗した症例を経験した。

ヘテロＶRSAの検出にはポピュレーション解

析法が最も優れているが、手技が複雑で日常

的ではない。その点では、最近市販された

Mu8培地はヘテロＶRSAの検出法として簡

便である。現在、わが国のMRSAの約５－１０

％がヘテロVRSAであり、①ヘテロVRSAそ

れ自身が治療を失敗させる②ヘテロＶRSA

は容易にＶＲＳＡに変異することなどを考える

と、ＭＲＳＡ感染症を治療する上で、パンコ

マイシン感受性試験とヘテロＶRSAの概念を

正しく理解した上でパンコマイシンの投与を

行うべきである。

1997年12月のLancetに、順天堂大学の平

松啓一教授らがヘテロＶRSAの報告をおこなっ

て以来、ヘテロＶRSAの概念が認められ、さ

らに、今年の２月18日号のＮｅｗＥｎｇｌＪＭｅｄ

にTomaszらがパンコマイシン治療中の透析

患者からＶRSAが出現した症例を報告し、

ＶRSAはグローバルな関心を集めるようになっ

てきた。これまでのところ、ＶＲＳＡには

ＶＲＥにみられる耐性遺伝子ｕｍＡとかｕａＪ２Ｂ

は存在していない。ＮＣCLSの基準でMICを

測定すると、ＶＲＥのＭＩＣ値は128匹ｇ／ｍｌ

あるいはそれ以上を示し、遺伝子の解析をす

るまでもなく、パンコマイシンに高度耐性で

あることが素人目にも判りやすい。それに反

し、ＶRSAのＭＩＣ値は8-16JUg／ｍｌでＮＣC

LS基準ではせいぜい中等度耐性の範扇に入

るに過ぎない。

ヘテロＶＲＳＡにいたってはほとんどがＭＩＣ

値２回g／ｍｌでDiskによる感受性試験でも阻

止円が観察され、通常のMIC測定法では感受

性菌と区別できない。ここにヘテロＶRSAの

概念の理解を困難にしている点がある。ヘテ

ロＶＲＳＡを把握するにはポピニレーション解

析法が最も判りやすい。ＭＩＣ２四ｇ／ｍｌのヘ

テロＶRSAをポピニレーション解析すると、

パンコマイシン４浬g／ｍｌの寒天培地で10-‘

の頻度で、６αg／ｍｌでも10-`～10-`の頻度

でパンコマイシンを含む寒天培地に増殖する

菌が出現しコロニーを形成する。すなわち、

ヘテロＶRSAはパンコマイシンに対し不均一

な耐性細胞集団から構成されている菌株であ

るということである。一つのコロニーは一個

の細菌から形成され、それは迫伝学的に均一

なクローンであるという考え（それはそれで

正しい）に固執するといつまでもヘテロ耐性

の概念が理解できないことになる。

パンコマイシンは生体内で、血液透析や腹

膜透析患者で使用する例を除き、通常の投与

法で組織内濃度が4-5匹ｇ／ｍｌを越えて長時

間持続することはない。そこで、ＶRSAは（

Vancomycin耐性腸球菌について

岡山大学医学部泌尿器科学教室

公文裕巳

この原稿の依頼を受けた翌日にタイミング

よくBarbaraEMurray（テキサス大学、

本年度よりICAACの会長）の灘演”Patbo‐

genecityofEnterococciandProblemsof 

GlycopeptideResistance”を感染症学会で

拝聴した。米国では集中治療室でのvanco‐

mycin（ＶＣＭ）耐性腸球菌（ＶＲＥ）の分

離率は約20％、一般病棟の患者でも約15％と

なっているという。この拡がりの程度は、そ

もそも腸球菌がヒトや動物の腸管での常在菌

であり、ヒトからヒトへと容易に伝播するこ

とを考えると、院内から駆逐するのはもはや

不可能に近いレベルであると思える。

ヨーロッパ諸国でのＶＲＥ誕生とその伝播

にはアポパルシン添加飼料で飼育された家畜

－５－ 



の関与が考えられているが、米国では主に院

内感染として拡がったという。感染症の専門

家集団が院内で活動し、感染症科の医師によ

る抗生剤の使用制限があり、感染予防対策が

日本より進んでいるはずの国でなぜ？という

疑問とともに、これからの日本はどうなるの

か？という不安が生じる。

ひるがえって、日本の状況はというと、

1996年以降ＶＲＥ分離例が入院患者から散発

的に、また、輸入鶏肉からの検出例が数件報

告されているに過ぎない。しかし、過去の駆

例から考えて、近い将来、日本の病院におい

てもＶＲＥの汚染が拡大して院内感染上のⅢ

大問題となる可能性は高い。事実、われわれ

の経験した症例においても、問題となりうる

要素は少なくなかった。

昨年５月、JUA遺伝子保有Ｅ,/becimm

(VREF）が腸内に定着した白血病患児が他

大学より骨髄移植を目的に岡山大学に入院し

てきた（化学療法の領域、１５：550,1999)。

幸い、VREFの定着例であることが事前に分

かっていたので、隔離ならびに病棟内サーベ

イランスと恵児のモニタリングが可能であり、

交差感染、および、患児自身にVREFによる

敗血症などを生じさせることなく経過した。

しかし、もし、この患児の便と尿からＶＲＥＦ

が排泄されていることを知らずに対処してい

たとしたら、いったいどのようなシナリオが

描かれていたのであろうか？

今後、日本におけるＶＲＥの汚染拡大を防

止するためには、米国の教HlllであるＶＣＭの

乱用をさけることと同時に、微生物検査室と

感染管理部門との迎換が極めて重要である。

謎､uNNNN⑬N､、｜梨

○国際生体防御東京会議'9９（生体防御学会・補体シンポジウム合同学術集会）

曰時：平成11年６月21日（月）～23日（水）

場所：キャピトル東急ホテル（東京都千代田区永田町２－１０－３）

大会長：西岡久寿樹聖マリアンナ医科大学難病治療研究センター

事務局：蓮沼智子聖マリアンナ医科大学

Tel：044-977-8111（ext､4120）Ｆａｘ：O44-977-9165 

E-mail：t2hasu＠marianna-uacjp 

！ 

回
日
場
世

８
 

第○
 内毒素・LPS研究会

時：平成11年６月26日（土）１３：００～１７：00

所：北里研究所（東京都港区白令５－９－１）

話人：高田春比古東北大学・歯学部ロ膣細菌学翫座

Ｔｅｌ：O22-717-8305Fax：O22-717-8309 

E-mail：dent-ht＠maiLcc・tohoku､acjp
§ 

○第８回レンサ球菌談話会

日時：平成11年６月26日（土）～27日（日）

場所；大阪大学・医学部銀杏会館（大阪府吹田市山田丘２－２）

世話人：浜田茂幸大阪大学歯学部口腔細菌学教室

Tel：O6-6879-2896Fax：O6-6878-4755 

E-mail：bacsec＠dentpsaka-u・acjp ！ 蕊駛、く゛§忠べぷぺ゛蕊、囚●&ペペペ囚
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○第６回マクロライド新作用研究会

日時：平成11年７月９日（金）～10日（土）

場所：銀座ガスホール（東京都中央区銀座７－９－１５）

世話人：赤川爾子国立感染症研究所

Tel：03-5285-1111（内2141）Ｆａｘ：03-5285-1150

E-mail：akagawak＠nihgo･jｐ 

○第46回毒素シンポジウム

日時：平成11年７月28日（水）～30日（金）

場所：繋（つなぎ）温泉ホテル大観（盛岡市繋字揚の館３７－１）

世話人：平田陸正岩手医科大学・医学部・細菌学教室

Tel、Ｆａｘ：019-629-1713（直通）

E-mammhirata＠iwate-med,acjp 

○第28回薬剤耐性菌シン狼ジウム

日時：平成11年８月26日（木）～27日（金）

場所：水上ホテル聚楽（群馬県利根郡水上町湯原665）

会長：小原康治千葉大学・薬学部微生物薬品化学研究室

Tel：O43-290-2930TeLFax:043-290-2929 

E-mail：oharak＠p､chiba-u・acjp

： 
○第44回ブドウ球菌研究会および国際ブドウ球菌シンポジウム（ｉｎ仙台）

日時：第44回ブドウ球菌研究会

平成11年９月16日（木）１３;00～17日（金）１２:１５

国際ブドウ球菌シンポジウム（ｉｎ仙台）

平成11年９月17日（金）１４:00～18日（土）１６:００

場所：秋保温泉ホテルクレセント（仙台市太白区秋保町湯元）

世話人：神尾好是東北大学大学院農学研究科

蕊務局：富田敏夫東北大学大学院農学研究科

Ｆａｘ：O22-717-8780E-mail：tomita＠biochem,tohoku・acjp

○第14回微生物シンポジウム

日時：平成11年９月17日（金）～18日（土）

場所：メルパルクNIIGATA（郵便貯金会館）

（新潟市川岸町２－１－７）

会長：多村憲新潟薬科大学微生物学教室

Tel、Ｆａｘ：O25-268-1210

E-mail：tamura＠niigata-pharmacjp 

鈍く因哩哩哩囚囚、 蕊
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海外会貝便り
東京歯科大学・微生物学講座

君塚隆太

昨年の４月からここニューヨーク州立大学

バッファロ-校へ留学し、早いもので１年が

過ぎてしまいました。バッファロー市はニュー

ヨークから700kｍ北に位題しており、アメ

リカ人の新婚旅行地の人気No.１にも選ばれ

たことのあるナイアガラの滝まで車で30分と

いうところにあります。私が住んでいるのは

隣町のアムハーストというところで、ここは

２年前には犯罪率が全米_低いところに選ば

れた大変安全なところです。スーパーに駐車

してある車の中には平気で窓を開け放してい

るものもあります。

研究室のあるサウスキャンパスはダウンタ

ウンにあり、歯学部としてのレベルは高く、

常に全米No.５にはいる研究と臨床水準を維

持しているそうです。私は現在こちらの口腔

生物学センターに所属しており、Prof

Zambonのもとで歯周病細菌の鉄獲得性、な

かでも、口腔細菌由来の鉄結合性タンパクの

糖製、クローニングを行っております。こち

らの研究室は大変広いのですが、その中に私

と上司のDrHaraszthy、それにテクニシャ

ン２人だけなので少々寂しい思いがします。

しかし研究内容についての検討や指針につい

ては十分な討鵠ができます。こちらの実験機

器は古いものが多く、たとえ域れても修理し

てまた使い、と本当に丁寧に扱っており、

｢アメリカは大皿消費社会だから古いものは

すぐに捨てるのだろう」と考えていた私には

驚きでした。

ところでこちらの季節感というものは日本

特に私の住んでいた関東地方とはだいぶ異な

るような気がします。春は４月中頃から６月

半ばまでで急に気温が上昇し夏になります。

夏の期間は大変短く太陽が燦々と輝く日には

人々が昼休みにつかの間の日光浴を楽しんで

います。そして秋になり、本当にこの季節は

紅葉がきれいです。冬は長くどんよりとし、

今年の正月には20年ぶりとなる大雪と路面凍

結のため外出禁止令がでるなどあらかじめこ

この冬は厳しいと聞いていたものの関東育ち

の私にとっては、本当に大変でした。日本で

は「暑さ寒さも彼岸まで」

とはよく言ったもので、

３月中旬をすぎるとすぐ

春の息吹が聞こえてきま

すが、そのころこちらは

まだまだ冬です。

こちらでの研究生活も

残り数カ月になりました

が、より充実した時間を

過ごすべく更に努力する

つもりであります。
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第80回日本細菌学会関東支部総会報告
日本医科大学老人病研究所免疫部門

大國寿士

て頂き、活発な討論が展開された。また今回

は第47回日本感染症学会東日本地方会総会

（会長北里大医学部砂川慶介教授）と第45回

日本化学療法学会東日本支部総会（会長日大

医学部岩井重富教授）との合同でシンポジウ

ムを企画し、会場を東京プリンスホテルに移

Ｌ、北里大医学部井上教授、川崎市立病院人

交院長を司会に「腸管感染症の基礎と臨床」

と題して行われ、感染性腸炎の迫伝子診断、

サルモネラワクチン研究、開発の現況、ある

いは抗菌薬感受性の現況などが討議され、基

礎と臨床が一体となって識議し合い、実りあ

るシンポジウムとなった。また一般演題は３８

題の多きに連し、参加者総数は200名を越え、

特別講演やシンポジウムでは会場の後ろに立っ

て聞かれる方もおられ、盛会狸に二日間の日

程を終了した。なお、従来から春の細菌学会

総会とは別に関東支部総会は年二回開催され

ていたが、これを年一回にすべきか否かにつ

いて、内山支部長からの会員へのアンケート

調査が行われ、この結果を参考にしつつ、今

学会における会務総会でこの問題が討議され、

その結果、平成'2年度より支部総会は年一回、

秋に開催することが満場一致で可決された。

その目的とするところは支部総会での演題数

を増やすと共に、質の高い発表をして頂き、

支部総会を活性化することにあろう。その貿

任は偏に我々会員の自覚に関わっている。

エイズや腸管出血性大腸菌のように、かっ

ては存在しなかった、新たな微生物による感

染症が出現し、或いはサルモネラ、ジフテリ

ア、結核のようにその発症が激減していた感

染症が再び流行し始め、いわゆる「新興・再

興感染症」として一括される多くの感染症が

世界的に注目されている。今日のように人的

交流が活発な時代では、対応を誤るとこれら

感染症は世界的規模で流行する危険性があろ

う。ＷＨＯも今日の感染症を世界的な脅威と

して捉え、わが国でも感染症の新たな状況の

変化に対応して、旧来の「伝染病予防法」を

改め、「感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律」が本年度から施行さ

れることになった。感染症の制圧は今日、社

会的に強く要諦されているところであり、そ

の発病機櫛の解明と新たな発想に基ずく治療

剤の開発と予防法の確立が強く望まれている。

このような状況のなかで、平成10年11月25,

26日の両日、ＪＲ四ツ谷駅前、スクワール麹

町において、第80回という佳節を迎えた関東

支部総会が開催された。特別鰄演には千葉大

大学院医学研究科免疫発生学の谷口教授が

｢胎生期から出現する新しい免疫系：Ｖａ１４

ＮＫＴ細胞」と題し、この新たなリンパ球系

列に属するＮＫＴ細胞の発生、分化とその免

疫系における意義について話され、感染免疫

を理解する上で大変示唆に富む識演をして頂

いた。シンポジウムの一つは「新興・再興細

菌感染症の現状と研究の進歩」と題して、東

京女子医大内山、麻布大丸山の両教授が司会

をされ、話題の感染症を幾つか取り上げ、そ

の研究の現状とこれからの対策について諸じ

－９－ 



平成９～12年第４回日本細菌学会関東支部評議員会議事録

日時：1998年11月25日（火）午後12～１時

場所：スクワール麹町（第80回日本細菌学会関東支部総会会場）

出席者：安部茂、今西健一、内山竹彦（支部長)、大国寿士、奥田研爾、小原康治、

加藤哲男、川原一芳、笹原武志、田中重則、平松啓一、丸山務、森田耕司、

宿前利且瓜山田澄夫、山ロ恵三、渡辺治雄、

清水徹（林英生第８２回総会長代理)、加蔭秀人（幹事）

欠席者：梅本俊夫、笹川千尋、佐竹幸子、益田昭吾、松浦基博

告された。有効発送数（含名誉会員）

1,521、回答409、統一化案に賛成398座s))、

反対４，保留（含記入なし）７であった。

この結果を踏まえ、支部総会の統一化案を

会務総会の議題として提出することが審騒

され、承認された。

5．関東支部会会則の変更

支部総会の統一化案が会務総会で承露さ

れた場合、統一化に伴う会則の変更が審鍍

され、以下の変更について会務総会にて承

認を受けることが了承された。

第４条（旧)イ毎年春秋２回支部総会を

（新）毎年１回支部総会を柱･‘）

第８条（旧）秋期の支部総会において

（新）支部総会において

第９条（旧）春秋２回の支部総会を主催す

るためにそれぞれの

（新）支部総会を主催するために

第11条（旧）本会則は秋期の支部総会にお

いて、

（新）本会則は支部総会において、

付則（旧）本会則は平成９年10月30日より

（新）本会則は平成10年11月25日より

内規（旧）任期の２年後までの春秋の総会

長を選出する。

（新）任期の２年後までの総会長を週

出する。

6．逝去会員の報告

内山支部長より1997年10月１日より1998年

９月30日までになくなった会員の名前が銃み

1．第８１回、８２回支部総会準備状況報告

第８１回総会（平成11年６月２．３日、順

天堂大学有山記念識堂にて開催予定住Ⅲ)）

については平松総会長より、第８２回総会

（平成11年11月11.12日、サンレイク土浦

にて開催予定塵')）については林総会長代

理、滴水徹先生よりそれぞれ報告があった。

尚、第８２回総会では、日本化学療法学会東

日本支部総会と日本感染症学会東日本地方

会総会との合同シンポジウムを計画中であ

るとの説明があった。

2．議事録付記の件

内山支部長より関東支部ニュース第32号

に議事録付記が記戟された旨、報告があっ

た。

3．平成10年度決算報告、会計監査および平

成11年度予算案審蟻

内山支部長より平成10年度の日本細菌学

会関東支部の決算報告があった。宿前、平

松両監査により11月20日に会計監査が終了

し、問題点の無かったことが宿前監査より

報告された。内山支部長より平成11年度の

日本細菌学会関東支部の予算案が提出され

た。以上、平成10年度決算、会計監査報告、

平成11年度予算について会務総会で承認を

受けることとなった。

4．平成12年度からの関東支部総会春秋統一

化についてのアンケートの結果

内山支部長より先に全関東支部会員に配

布したアンケートについて以下の結果が報
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上げられ、会務総会で黙祷することとなっ

た。

があった。

注－４）但し平成11年度は前回の評議員会

で春と秋の支部総会が決まっており予

定どおり実施される。従って第４条は

平成12年度より有効とする。

注－１）第５回評議員会にて６月29,30日

に順延されることが承認された。

注－２）第５回評議員会にて11月18,19日

に変更になったことが報告された。

注－３）会務総会後に更に５通の賛成回答

（本議事録は平成11年４月16日に評議

員回覧により承認されました｡）

平成９～12年第５回日本細菌学会関東支部評議員会議事録

日時：1999年２月25日（木）午後２～４時

場所：東京女子医科大学中央校舎1Ｆ会議室

出席者：今西健一、内山竹彦(支部長)、大国寿士、奥田研爾、小原康治、
加藤哲男、川原一芳、笹原武志、田中重則、松浦基博、森田耕司、
宿前利郎、山田澄夫、渡辺治雄、桑原京子（平松啓一第８１回総会長代理)、
林英生（第８２回総会長)、加藤秀人（幹事）

欠席者：安部茂、梅本俊夫、笹川千尋、佐竹幸子、平松啓一、益田昭吾、丸山務、
山口恵三

１第８１回支部総会(総会長：順天堂大学平

松啓一教授、順天堂大学有山記念講堂)準

備状況報告

前回（第４回）評議員会にて開催日は６

月２．３日（予定）と報告され、第32号支

部ニュースでもその期日で平松総会長より

広報されたが、海外からのシンポジストの

日程等の関係で６月29.30日に変更したい

との提案が平松総会長より１カ月前（１月

初旬）になされ、審議の結果承認された。

桑原京子先生（平松総会長代理）より、準

備は順調であり、２８日は公開講座を開催す

るとの報告があった。

２第８２回支部総会（総会長：筑波大学林英

生教授）準備状況報告

林総会長より、１１月18.19日にサンレイ

ク土浦（土浦市）において開催されること、

さらに約１カ月前の10月16日午後から日本

化学療法学会東日本支部総会・日本感染症

学会東日本地方会総会との合同シンポジウ

ムが開催されることが報告された。

３第83回関東支部総会(春・秋一本化後の

始めての支部総会)の総会長選考

学術集会委員会(宿前委員長)のもとで全

評議員に全関東支部正会員を対象として候

補者の推薦を求めたところ、６名の候補者

が推薦された。評議員会では、この６人を

含む全関東支部正会員を対象に投票をおこ

なったところ、渡辺治雄国立感染症研究所

細菌部長が選出された。開催期日は平成１２

年秋の予定であり、今回は３学会合同学会

や合同シンポジウムは予定に入らないこと

が確認された。

４春・秋一本化後の関東支部の活動や支部

ニュースのあり方等について

上記主題について評議員間で自由討議が

おこなわれた。

５３学会合同学会・合同シンポジウムのこ
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と連動した関東支部のホームページの作成な

ども今後の検討課題になるかと思われます。

関東支部会の目指すところは言うまでもなく

学会の活性化ですが、それには所属、立場、

年齢を越えた多くの会員が学会活動に参加す

る事が必要です。その意味で、この支部ニュー

スにも皆様のご参加をお願いいたしますｏフォー

ラムや海外会圖便りへの寄稿、あるいはその

他の企画案など、何でも結櫛ですので輻集委

員会のメンバーか支部長宛にご意見、ご要望

をお寄せ下さい。（Ｋ､Ｋ）

れまでの活動の総括と将来あり方について

卜記本}題について自由討鍛がなされ、こ

れからも討議を続けていくZliが確認された。

（本議事録は平成11年４月16日に評議員回

覧により承認されました｡）

<受賞のお知らせ〉

本年３月に行われた第７２回日本細菌学会総

会において、下記のとおり川上先生が浅川賞

を受賞されましたのでお知らせいたします。

おめでとうございました。なお、詳細につい

ては日本細菌学雑誌をご覧下さい。

平成10年度浅川賞受賞

川上正也北里研究所（北里大学名誉教授）

「補体活性化レクチンRaRFの研究」

一■ａ－ＢａＩ■■■■■Ｃ●￣の●￣●●￣｡●￣●●￣ＣＯ￣●●￣●●■■■■■●●･

［編集後記］

今年も桜からつつじへと季節が移りゆく中、

支部ニュース第33号の編集を行いました。今

年は春先から例年になく不順な天候が続き、

各地のお花見も盛り上がりに欠けたようです。

そんな中で、お酒の席にはつきものの乾燥イ

カからのサルモネラ食中毒という事件もあり

ました。食中毒と並んで最近しばしばマスコ

ミを賑わすのが薬剤耐性菌の問題ですが、本

号フォーラムではパンコマイシン耐性菌につ

いて特集しました。第１面でご案内したよう

に、６月の支部総会では平松先生がこの薬剤

耐性について、正面から取り組む多くのシン

ポジウムを用意してくれました。社会的にも

インパクトのある支部総会になるものと期待

されます。また３ページの、支部長からのご

報告でおわかりの通り、年２回の支部総会は

今年で最後となります。関東支部総会、そし

てこの支部ニュース共に変革の時期を迎えよ

うとしているようです。支部ニュースや総会

日本細菌学会

関東支部ニュース

第33号

（１９９９．５．１） 

発行：日本細菌学会関東支部

莵鵲東京都新宿区河田町8-’
東京女子医科大学

微生物学免疫学教室内

支部長内山竹彦

編集責任者川原一芳
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